




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
平成26年の主要樹種の都道府県別生産量は、スギでは宮崎県、秋田県、大分県等の順、ヒ
ノキでは熊本県、愛媛県、高知県等の順、カラマツでは北海道、長野県、群馬県等の順で
あり、記述の順位は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は①
森林・林業基本法に基づき政府が定める「森林・林業基本計画」は、情勢の推移等を勘案
しておおむね5年ごとに変更されるものと規定されている。おおむね10年ごととする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は②
択伐作業は、成熟木等を単木的または群状に伐採し、林分の保続を図りながら主に天然下
種（天然更新）によって後継樹を育成する作業法である。人工造林を基本とする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
法正林の成立条件は、法正齢級関係、法正林分配置の2つだけでなく、法正成長量（法正
蓄積）の確保を含む3要素から構成される。必要条件が2つであるとする記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-5
正解は②
連年成長量（CAI）とは、ある特定の1年間における成長量である。2か年間の平均成長量
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は④
枝打ち作業は、樹木の休眠期であり病害虫の侵入リスクが低く樹皮が剥がれにくい晩秋か
ら早春（成長休止期）に行うのが最適である。初夏から盛夏が最適とする記述は不適切で
ある。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
列状間伐は立木の形質や優劣に関係なく機械的に列状の伐採を行うため、残された列の中
には曲がり木等の形質の悪い木もそのまま残る。形質の悪い木は残らないとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-8
正解は③
平成26年度の野生鳥獣による全国の森林被害面積のうち、シカによる食害や剥皮被害は約
7〜8割を占めており、約3割強とする記述は過小で誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
我が国の約束草案（NDC）における2030年度の削減目標は2013年度比26.0%減であり、その
うち森林吸収源対策による確保目標は約2.0%（約2,780万t-CO2）である。14.0%相当とす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は③
マングローブ林は、熱帯・亜熱帯の河口付近や入江など潮の干満を受ける汽水域（潮間
帯）に成立する森林群落であり、淡水低湿地に成立するとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-11
正解は③
ポドゾルは寒冷湿潤な亜寒帯針葉樹林帯において、有機酸の溶脱作用により表層が灰白色
に漂白された強酸性土壌である。湿潤亜熱帯・熱帯に広く分布し粘土に富むとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は①
日本のブナ（Fagus crenata）は日本固有種であり、ヨーロッパや中央アジアには分布し
ない。

●問題Ⅲ-13
正解は①
凍裂は、冬季の急激な気温低下によって樹幹外側の水分が凍結・収縮し、幹が縦方向に割
れる現象であり、大径木や高齢木に多く発生する。幼齢木に発生しやすいとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
FAOの2010年世界森林資源評価（FRA2010）において、アジア地域の森林面積の純増は主に
中国における大規模な植林活動によるものであり、タイやフィリピンとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-15
正解は②
森林を伐採すると樹木の蒸散作用や樹冠による雨水遮断が失われるため、流域からの総流
出水量は増加する。総流出水量が減少するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は④
なだれの最大到達距離の目安となる見通し角（仰角）は、表層なだれで約18度、全層なだ
れで約24度である。数値が逆になっており誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は②
土石流は集水面積が比較的小さい（通常数km²以下、多くは0.1〜1km²程度）急峻な渓流で
発生し、流出土砂量も数千〜数万m³規模が多い。流域面積5km²以上で数十万m³とする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
地すべり防止工事において、集水井工や排土工は地すべりの誘因を軽減・排除する「抑制
工」であり、杭工やアンカー工は構造物の力で滑動を直接抑える「抑止工」である。

●問題Ⅲ-19
正解は③
のり切工は、崩壊斜面上部の不安定土砂を削り落として安定勾配に整形する「山腹基礎
工」である。切芝を用いて植栽基盤を造成する緑化工とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は③
治山ダムの設計では、上流のり勾配、天端厚、ダム高を与えて下流のり勾配を求めるので
はなく、下流のり勾配（通常0.2〜0.3）や天端厚をあらかじめ設定した上で、安定条件を
満たすよう堤体断面（底幅や上流のり）を決定するのが一般的である。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤



結合トラバースは既知点から出発して他の既知点に結合するため、座標値および方向角の
誤差を点検・補正できる。特定する手段がないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は③
林道の曲線部における拡幅は、車両の内輪差を補償して安全走行を確保するために設ける
ものであり、曲線半径が小さいものほど必要な拡幅量は大きくなる。

●問題Ⅲ-23
正解は③
I.P.は交角点（交点）を表し、英語の「Intersection Point」の略称である。適切な記述
である。

●問題Ⅲ-24
正解は①
林道の土工は、現場内の切土材を盛土に流用して土量バランスを図る自山流用が基本であ
り、他所からの流用盛土がほとんどであるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は③
労働安全衛生規則に定められたワイヤロープの廃棄基準は、素線の断線、直径の減少、キ
ンク、著しい変形や腐食等であり、「著しい汚れ」は法的な廃棄基準ではない。

●問題Ⅲ-26
正解は①
2サイクルガソリンエンジンの燃料として用いられる混合油は、無鉛ガソリンに専用の2サ
イクルエンジンオイル（潤滑油）を規定比率で混合したものであり、軽油を混合するわけ
ではない。

●問題Ⅲ-27
正解は③
散在する木材を集材しやすい位置まで小移動させる作業は「小運材」等と呼ばれる。巻き
立ては椪（はい）を作るために木材を積み上げる作業である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
チェーンソーは、ガイドバーの長さの2倍程度の立木であっても、両側からの切り込みや
追いづる切り等の技術を用いることで伐倒・鋸断が可能である。常にできないとする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は②
晩材（夏材・秋材）の細胞は、早材に比べて内腔が狭く扁平で細胞壁が厚い。内腔が大き
いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
細長いストランド状の削片を配向積層させたものはOSB（配向性ストランドボード）であ
る。CLT（直交集成板）はひき板（ラミナ）を繊維方向が直交するように積層接着したパ
ネルである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
木材の平衡含水率（EMC）は、周囲空気の相対湿度だけでなく「温度」によっても変化す
る。温度とは関係なく相対湿度の条件だけで決まるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤



木材腐朽菌の繁殖には自由水が必要であり、木材の腐朽は含水率が繊維飽和点（約
28〜30%）以上の湿潤状態で発生する。繊維飽和点以下で発生しやすいとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
バットジョイント（突き付け継ぎ）は接着面積が木口面のみで極めて強度が低いため、強
度を要求される構造部材には用いられない。

●問題Ⅲ-34
正解は①
漆（ウルシ）はウルシオールを主成分とし、酵素ラッカーゼの働きで硬化する天然塗料で
ある。ホルムアルデヒドを発生させる塗料ではない。

●問題Ⅲ-35
正解は③
リグニンは水や中性有機溶媒には不溶であり、また分子構造は無定形（アモルファス）で
結晶構造を持たない高分子化合物である。水等に可溶で結晶構造を持つとする記述は誤り
である。


